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医療DX実現に向けての環境整備は如何に─
今回は注目のHL7 FHIRの可能性を説き、
データ最大活用の具体策と将来を展望する

インターシステムズジャパンは、2月9日、
「第3回 InterSystems 医療×ITセミナー 
ソリューション開発編Ⅱ」をオンライン上
で開催した。同セミナーは、サービスプロ
バイダー向けに、3回にわたり医療ITソリ
ューション開発のための最新技術や情報
を紹介するもの。その2回目となる今回は、

「HL7 FHIR」をテーマに、荒木賢二氏（宮
崎大学医学部 名誉教授）らが講演を行っ
た。同セミナーの講演内容を紹介する。
なお、ソリューション開発編Ⅲ「データ分
析／データ活用 最前線」は4月20日（木）
に開催の予定である。
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デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
と
は
、「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
、
人
々
の
生

活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
」
が
元
々
の
意
味
・
目
的
で
す
。
一
方
、

経
済
産
業
省
で
は
、「
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
ニ
ー
ズ
を
基
に
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革

す
る
と
と
も
に
、
業
務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、

プ
ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
す
る
こ

と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、私
自
身
は
、「
Ｄ

Ｘ
と
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
ク
ラ
ウ
ド
、
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
高
度
に
活

用
し
て
、
社
会
に
変
革
を
起
こ
す
こ
と
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
十

分
進
捗
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
従
来
の

Ｉ
Ｔ
化
で
は
、
紙
カ
ル
テ
な
ど
を
電
子
化
す
る

だ
け
で
医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
に
よ
る
医
療
の
暗
黙
知
は
電
子
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
構
造
化
に
は
無
頓
着
の
ま

ま
紙
カ
ル
テ
上
の
文
字
が
電
子
化
さ
れ
た
だ
け

で
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
も
戦
略

性
が
な
く
、
目
的
の
な
い
電
子
化
に
よ
り
、
施

設
間
連
携
も
で
き
ず
、
せ
い
ぜ
い
１
病
院
内
で

の
電
子
化
と
活
用
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
医
療

の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
化
が
必
要
で
す
。

　

粒
度
や
正
確
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

全
て
の
診
療
情
報
の
構
造
化
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
持
つ
知
識
を
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
と
し
て
電
子
化
す
る
こ
と
や
、
デ

ー
タ
の
二
次
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
経
営
改
善
、
医
療
安
全
、
労
務
付
加
軽

減
に
向
け
た
業
務
戦
略
の
立
案
、
実
現
の
た
め

の
デ
ー
タ
解
析
の
実
施
や
、
医
療
Ｒ
Ｐ
Ａ

（Robotic Process A
utom

ation
）
と
い
っ

た
将
来
の
人
工
知
能
へ
の
活
用
、
さ
ら
に
地
域

全
体
で
の
電
子
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
経
営

分
析
の
た
め
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
化
な
ど
、
施
設

間
連
携
の
実
現
も
可
能
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
化

に
よ
る
医
療
Ｄ
Ｘ
を
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

は
、
第
一
に
、
元
と
な
る
診
療
デ
ー
タ
の
正
確

性
と
、
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
工
学
に
基
づ
く
デ
ー
タ

の
徹
底
し
た
構
造
化
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
構
造
化
し
た
デ
ー
タ
を
大
量
か
つ
高
速

に
運
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
そ
の
デ
ー
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Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
標
準
化
の
動
き

が
活
発
化
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
は
急
務
で
す
。

　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
社
の
医
療
用
デ

ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s 
IRIS for H

ealth

（
以
下
、「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」）」
が
、

ど
の
よ
う
に
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
、

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
「
Ｉ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
の
活
用
と
い
う
視
点
で
、
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
関
連
機
能
を
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
関
連
機
能
は
大
き

く
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
を
蓄
積
、
取

得
す
る
た
め
の
「FH

IR Repository

」
の
機

能
で
す
。
同
機
能
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ソ
ー
ス
を

保
存
・
更
新
・
検
索
す
る
機
能
だ
け
で
な
く
、

マ
ル
チ
モ
デ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
・
シ
ス
テ

ム
連
携
機
能
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
も
の
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ク
エ
ス
ト
を
投
げ

た
り
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
／
Ｘ
Ｍ
Ｌ
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
で
操
作
す
る
た
め
の
「FH

IR 
Program

m
ing

」
の
機
能
で
す
。

　

３
つ
目
に
は
他
形
式
デ
ー
タ
と
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
間

の
変
換
を
実
行
す
る
「FH

IR T
ransform

」

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
機
能
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
①
Ｓ
Ｓ-

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
や

Ｃ
Ｄ
Ａ
等
の
医
療
標
準
モ
デ
ル
デ
ー
タ
、
②
Ｒ

Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
か
ら
Ｓ
Ｑ
Ｌ
で
取
得
し
た
デ
ー
タ
、

③
Ｃ
Ｓ
Ｖ
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
デ
ー
タ
、

④
電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
固
有
の
電
文
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
デ
ー
タ
な
ど
、
様
々
な
形
式
の
デ
ー
タ
か

ら
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
へ
の
変
換
が
可
能
で
す
。

「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
で
は
、
他
の
形
式
の
デ
ー
タ
を

入
力
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
変
換
、
出
力
し
て
、
リ
ポ

ジ
ト
リ
に
保
存
す
る
ま
で
の
流
れ
を
一
連
の
処

理
と
し
て
管
理
・
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
追

加
し
て
い
き
ま
す
。
次
期
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る

v2022.3

で
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

の
た
め
の
機
能
「FH

IR SQ
L Builder

」
を
、

v2023.1

で
は
、Bulk-D

ata

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
を

実
現
す
る
機
能
「Bulk FH

IR Coordinator

（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）」
を
リ
リ
ー
ス
す
る
予
定
で
す
（
※

v2022.3

は
、
既
に
リ
リ
ー
ス
済
み
）。

「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
及
び
「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ

Ｒ
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
ま
た

試
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
は
、
試
用

版
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
（
注
釈
）。
ま
た
、
開
発
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
、
技
術
的
な
質
問
や
回
答
が

で
き
るInterSystem

s

開
発
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ（https://jp.com
m

unity.intersystem
s.

com
/

）
も
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

タ
を
容
易
に
入
力
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
す
し
、
多
施
設
間
連
携
が
可
能
と
な

る
高
い
相
互
運
用
性
（Interoperability

）

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る

環
境
が
整
備
さ
れ
た
上
で
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ 

Ａ
Ｐ

Ｉ
の
人
工
知
能
へ
の
活
用
や
、
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ

Ｉ
Ｒ
に
よ
る
標
準
Ｄ
Ｗ
Ｈ
な
ど
の
社
会
に
変
革

を
も
た
ら
す
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
こ

と
に
よ
り
、
最
終
的
に
医
療
の
質
の
向
上
や
業

務
の
効
率
化
、
患
者
満
足
度
の
向
上
な
ど
、
医

療
Ｄ
Ｘ
の
完
成
に
繋
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
必
須
条
件
と
し
て
、

デ
ー
タ
の
標
準
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

私
も
長
い
間
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
標
準
規
格
が

普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た

め
に
、
ど
の
標
準
規
格
で
普
及
す
る
か
が
重
要

で
す
が
、
そ
の
点
、
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
は
、

政
府
も
医
療
情
報
化
支
援
基
金
を
創
設
す
る
な

ど
、
本
気
度
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
は
最
も
新
し
い
標
準
規

格
で
あ
り
、
使
い
勝
手
も
良
い
で
す
。
例
え
ば
、

そ
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
レ
ポ
ジ
ト
リ
に
デ
ー
タ
を
蓄
積

さ
せ
る
と
共
に
、
多
施
設
間
で
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
デ
ー
タ
統
合
基
盤
の
構
築
な
ど
も
可
能
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
統
合
が
実
現
で
き
れ

ば
、
施
設
間
で
の
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、

重
症
患
者
監
視
の
リ
モ
ー
ト
化
・
セ
ン
タ
ー
化
、

施
設
を
跨
い
だ
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

の
自
動
化
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
に

よ
る
デ
ー
タ
収
集
や
利
活
用
、
人
工
知
能
に
よ

る
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
も
可
能
で

す
。
近
日
リ
リ
ー
ス
予
定
の
「InterSystem

s 
FH

IR SQ
L Builder

」で
は
、Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
と

連
携
し
て
の
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
ス
マ
ホ
対
応
や
Ａ
Ｉ
文
章
入
力

と
い
っ
た
簡
便
な
入
力
機
能
を
持
つ
電
子
カ
ル

テ
と
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
よ
るInteropera

bility

と
デ
ー
タ
利
活
用
の
促
進
に
よ
っ
て
、

医
療
Ｄ
Ｘ
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
し
て
、そ
の
基
盤
と
な
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て「InterSystem

s IRIS for Health

」

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
ジ
ャ
パ
ン 

セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

古
薗
知
子
氏

H
L7 FH

IR

×InterSystem
s IRIS for H

ealth

高度な医療DXを実現するプロセス

標
準
規
格
と
し
て
の

Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
へ
の
期
待
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